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成果の活用
NTDまたはカノサミンを培地に添加することにより、納豆菌を含むバチルス属細菌
の代謝を人為的に制御できることが示されました。バチルス属細菌による物質生産
において、 NTDまたはカノサミンを活用して代謝を最適化し、生産性を向上できる
可能性があります。
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成果の特徴
• カノサミンはアミノグリコシド系抗生物質の合成原料として利用されます。
• ネオトレハロサジアミン(NTD)はカノサミン2分子からなる抗菌物質です。
• NTDおよびカノサミンは納豆菌を含む数種のバチルス属細菌が生産します。
• NTDおよびカノサミンは自身の生合成遺伝子の発現を誘導するオートインデュー
サー（菌体外シグナル物質）として機能することがわかりました。

• NTD/カノサミン生合成経路の活性化がTCAサイクルを活性化させることを明ら
かにしました。
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オートインダクションによる
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TCAサイクルの活性化

PMP:ピリドキサミンリン酸
PLP :ピリドキサールリン酸
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